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と思ったことがあるあなた！
東広島市のごみについて、
一緒に考えてみませんか？

（東広島市廃棄物対策課提供資料から作成）
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東広島市のごみ排出量、処理経費は増加し、資源化量は減少しています

で検索！！



東広島市の廃棄物処理の課題：市民視点からの分析と提案
東広島市は“ごみ処理先進都市”を目指しましょう！

＜要旨＞

東広島市が抱えているごみ問題の状況、原因、解決策を市民の視点から検討しました。

１）ごみ排出量が多い。

東広島市の平成 25 年度のごみ排出量 987g/人日は広島県内 23 市町の内で 5 番目に多く、広島県平均や

全国平均を上回ります。平成 19 年度のごみ減量化・リサイクル推進計画策定以降減少してきたごみ排出量

がこの数年増加に転じ、市の平成 27 年度目標値の 1,000g/人日以下を維持できるか危うい状況です。東広

島市のごみ排出量が多い主な原因は事業系ごみの排出量が県内で 2 番目に多いためと考えられ、特に事

業系のごみ排出量の大幅な削減が必要です。

２）ごみ資源化率が県内最低である。

東広島市のごみ資源化率（R%）は広島県平均や全国平均のほぼ半分に過ぎず、広島県内で最低です。ごみ

資源化量は平成 19 年度に最高値 172g/人日を記録した後減少を続け、平成 25 年度には 116g/人日にま

で低下し、市の平成 27 年度目標値 273g/人日の達成率は 43%に過ぎません。ごみ資源化率が低い主な理

由は事業系ごみの分別・資源化が不十分なことと焼却灰・飛灰・中間処理後残渣が全く資源化されていない

ためと考えられ、抜本的な対策が必要です。

３） ごみ処理費用が高い。

東広島市のごみ処理経費総額は、平成 19 年度に市が設定した平成 27 年度目標値 27.6 億円を毎年大き

く超過しています。また、平成 25 年度のごみ処理経費 16,458 円/人年は全国平均を大幅に上回っています。

ごみ処理経費の削減は行政努力に依存していますので、行政努力が著しく不足していたものと考えられます。

行政がごみ処理経費の使途について徹底的に見直す必要があります。

４） ごみ有料化の実施は市民の理解を得られない。

ごみ有料化の条件である「ごみ減量化」については市民・事業者の努力で平成 27 年度目標値を達成してい

ますが、「ごみ処理経費の削減」は行政の努力不足によって達成されていません。それを有料化＝市民の負

担増で補うことは市民が納得しません。ごみ有料化は実施すべきではありません。

５） 新ごみ処理施設の建設計画を多くの市民が知らない。

新ごみ処理施設の建設計画を全く知らない市民もいます。最近のごみ処理施設は多面的な機能を備えた地

域全体の社会施設なので、市民に対して一日も早く計画全体を説明する必要があります。

６） ごみ処理に無関心・無理解な市民が多い。

ごみ排出者のニーズを満たすような広報が十分になされておらず、市のホームページや広報誌の読者も少

ないです。新ごみ処理施設の建設を効果的な広報の絶好の機会として活用すべきです。

７） 廃棄物行政が停滞している。

ごみ処理に関する市の指標は最近とみに悪化しており、行政も議会も有効な対策を講じていません。市民を

加えたごみ処理審議組織を広島中央環境衛生組合内に設置し、衆知を結集すべきです。

結論：東広島市がごみ処理先進都市を実現するには現状よりごみ排出量を３割以上削減し、資源化率

を４倍以上に向上できる総合的・抜本的な対策が必要です。これらは十分に実現可能です。
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